
No. １０A2

13 -st1- 28
17 -2nd- 19
22 -3rd- 18
22 -4th- 9
11 -OT1- 9

-OT2-

-OT3-

PF
M A M A M A TF OR DR TOT

7 * 23 0 2 10 22 3 3 1 0 6 6 0 4 0 0
1 - - - - - - - - - - - - - - -
2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
8 - - - - - - - - - - - - - - -
9 * 8 0 1 4 8 0 0 5 2 5 7 0 2 0 0

10 * 11 1 6 3 7 2 2 5 0 0 0 0 5 0 0
11 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
12 - - - - - - - - - - - - - - -
13 12 0 0 6 8 0 3 2 2 1 3 0 0 0 0

24 * 16 0 1 6 1 4 6 1 3 7 10 0 3 0 0
25 - - - - - - - - - - - - - - -
33 - - - - - - - - - - - - - - -
35 * 15 1 3 6 11 0 0 5 0 4 4 0 6 0 0
41 - - - - - - - - - - - - - - -

                
                
                
                
                
                

0 1 1 14    

合　　計 85 2 13 35 57 9 14 19 8 24 32 0 20 0 0 0:00

PF
M A M A M A TF OR DR TOT

4 * 32 4 10 7 19 6 8 1 4 3 7 0 1 0 0
5 * 4 0 0 2 5 0 0 3 2 0 2 0 4 0 0
6 - - - - - - - - - - - - - - -
7 * 9 1 6 3 7 0 0 0 1 1 2 0 3 0 0
8 0 0 0 0 2 0 0 0 1 1 2 0 0 0 0
9 * 19 1 1 6 12 4 5 5 3 1 4 0 4 0 0

10 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
11 * 14 0 2 5 14 4 4 2 5 0 5 0 3 0 0
12 - - - - - - - - - - - - - - -
13 5 0 1 2 3 1 2 0 1 1 2 0 0 0 0
14 - - - - - - - - - - - - - - -
15 - - - - - - - - - - - - - - -
16 - - - - - - - - - - - - - - -
17 - - - - - - - - - - - - - - -
18 - - - - - - - - - - - - - - -

                
                
                
                
                

0       

合　　計 83 6 20 25 62 15 19 12 17 25 42 0 15 0 0 0:00

FG: F: TO: MIN:
成功 3P: OR: AS: S: スターター

試投 2P: DR: ST: OT: 延長

シュート率 FT: TOT: BS:％:

●試合のまとめ
前半は岩手大の大幅リードで、このまま試合が決まると思ったが、後半,学院大が怒涛の追い上げを見せ、第四ピリオド終
盤に同点まで行き、延長へ持ち込んだ。延長も両チーム一進一退の攻防が続き、我慢比べの末、学院大が勝利した。
●第一ピリオド
試合開始早々、岩手大#4下山の3ポイントが2本連続で決まり、流れを呼び寄せた。その流れにより、4分経過で12－2とす
る。学院大は、流れが悪く思わずタイムアウトを請求するがその後も岩手大#9吉田がバスケットカウントを取る。学院大も
#10佐々木の3ポイント、#35小山内のカットインなどで粘るが、序盤に大量リードを奪った岩手大が15点差をつけ終了。
●第二ピリオド
学院大の#24大槻のジャンプシュートから始まる。そのシュートで#7紺野、#35小山内、#10佐々木のシュートが決まり出す
が、岩手大も#4下山を中心に攻め、外・内・外と良いリズムでノーマークシュートを次々と決める。その後は両チーム入れら
れたら入れ返すといった場面が多くみられ、学院大は、差を縮めることができず、47－30の岩手大17点リードで終えた。
●第三ピリオド
前半同様流れは岩手大にあり、#4下山の2ポイント、カットインプレーなどが次々と炸裂し、学院大との差を広げる。一方学
院大も#35小山内、#10佐々木のシュートで追い上げるが、岩手大の激しいディフェンスが立ちはだかり、なかなか良い
シュートを打てない。流れを変えようと学院大はタイムアウトを取る。その後は#7紺野の頑張りで15点差まで追い上げる。嫌
なムードを感じたが、岩手大もタイムアウトを取りまたも岩手大の流れになる。しかし交代で入ってきた学院大#13坂本のプ
レーで流れを戻す。このまま第三ピリオド終了かと思いきや、岩手大がボールをカットし、フリースローをもらい岩手大13点
リードで第三ピリオド終了。
●第四ピリオド
ここで学院大が粘り強いディフェンスから良いリズムでオフェンスをつなげ、怒涛の追い上げを見せ残り5分で4点差まで詰
めた。その後は一進一退の攻防で点差は動かない。しかし、岩手大#4下山が残り1分でフリースローをもらい、2本とも沈
め、5点差とした。学院大はタイムアウトを取る。その直後#7紺野のバスケットカウントが決まり、2点差とし、さらにディフェン
スで守り速攻でレイアップを沈め残り10秒で同点となる。だがしかし、岩手大エース#4下山がカットインで2点を決め試合が
決まるかと思ったが、残り7秒で学院大#24大槻が見事なレイアップを決め延長戦にいった。
●延長
両チームともに気迫のあるプレーを見せ会場が盛り上がり、一進一退の攻防が続いた。時間が過ぎていく一方で残り２３秒
で学院大＃２４大槻がフリースローを獲得し８３－８２と一点差でリードする。岩手大のタイムアウト後に＃１３田中館が
シュートファウルにより獲得したフリースロは１本目を決めて同点。しかし、２本目を外し、リバウンドは学院大学へ。ラストプ
レーは＃７紺野がタフシュートをねじ込み、決勝点を挙げた。結果、８５－８３で学院大学が勝利した。

担当者：山科 智史（仙台大学） 東北大学バスケットボール連盟
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(二部北奥羽)

佐々木　秀人
渡邉　尚樹

菅野　翔太

佐々木　拓馬

第1２回東北大学バスケットボールリーグ
兼全日本大学バスケットボール選手権大会 東北地区予選会
雫石町総合運動公園体育館

２次リーグ

(二部南奥羽)

副審：

 

2011(H23)年10月9日 (日)

11:30

東北学院大学

PST:

NO. S

コミッショナー： 栗林　徹

松岡　隆博

加川　真

13:00

主審：
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